
｜事例 5 I 

人とのふれあいを通して，異文化のよさを追求する子ども

5年「世界に広げよう友だちの輪～韓国編～」の実践から

1.単元の構想
(1) 本単元を構想するにあたって

21世紀は国際化の時代とよばれている。この時

代に生きる子どもたちが，世界中の様々な国の人

たちと接する際，一人の人間として，また一人の

日本人として自信をもった接し方ができるような

人間へと成長していってほしいと願っている。

子どもたちがその様に育っていくための第一段

階として，まず“外国の人”という意識をあまり

強くもたずに接することができるようにしていく

ことが必要だと考える。そのためにも，外国の人

と直接話をしたり，一緒に何かを作ったり，遊ん

だりする機会をできるだけ多くもつことが必要で

あろう。その様な活動を通して，子どもたちは

“外国の人”という見方ではなく，例えば“イギ

リス人のジェームズさん”というように一人の人

間としてその人をとらえ，接することができるよ

うになると考える。この様に外国の人と親しくなっ

ていく経験をもつことは，他の外国の人と接する

場合にも生かされてい くものと考える。

ただ，そのように直接交流する場をもてば，誰

とでもすぐに親し くなれるものではない。その人

ことや，その人の国のことについて理解してい く

ことも必要となって くる。そこでは，単に，ある

国のことについて調べ学習をするのとは違って，

ある国の人との関わりの中から，その人の母国に

ついて調べてみようという意欲や課題意識をもち

ながら活動に取り組むことが期待できる。つまり，

調べる必然性をもった活動となり，子どもの追求

も力強いものとなってい くと考えるのである。

そのように外国文化について調べてい くことは，

自国の文化のよさにも気づいてい くことにつなが

るものと考える。外国文化を理解する上で，必ず

自国の文化が比較の対象となるはずである。外国

文化との類似点や相違点を見つけることだけにと

どまらず，そのよさまで感じ取ってい くことがで

きるようにしてい く必要があるだろう。そのこと

は，ひいては日本人としての自信をもつことにつ

ながっていくはずである。

(2) 活動の構想

大単元「世界に広げよう友だちの輪～韓国編～」

は，前述した考えをもとに構想したものである。

そして，その願いを実現していくための第一歩と

して取り組もうとした国が“韓国”である。韓国

を取り上げた理由は次の 3点である。

①釜山教育大学校附設初等学校との交流

本校は，約10年ほど前から釜山教育大学校附設

初等学校（以下，釜山初等学校）との交流を隔年

で続けてきている。今年度はその交流の年にあた

り，その交流をきっかけに韓国という国について

関心や意識を高めてい くことができると考えた。

②韓国人の友だち芦郁子（ユン・イクコ）さんの存在

単元名にある“友だち”とは，①に挙げた釜山

初等学校の子どもたちのことだけではなく，本単

元をともに活動していただくしまね国際センター

の安郁子さんをはじめ，予さんの友だちの留学生

の方など含めて考えた。安さんとは，個人的には

中学時代のからの友だちであり，そこから友だち

の輪を広げていきたいと願った。

ヂさんは日本で生まれ，日本で育った在日の韓

国人であるが，自分が韓国人であるということに

強い誇りをもった方である。予さんと一緒に活動

することによって，韓国のことに関心をもつだけ

ではな く，韓国人としての誇りに満ちた姿を感じ

取ってい くことも期待ができると考えた。

③日本のとなりの国“韓国”

地理的に韓国は日本のとなりに位置している。

「近くて遠い国」と形容されることもあるが，サ ッ

カー・ワールドカップの共催なと、関心が高まって

いることなどからも，「日本に一番近い国」とい

う意識を広げたいと考えた。また，韓国は日本の

歴史上これまでに強い影響を受けてきた国の一つ

でもある。韓国のことを調べる中で，日本との関

係についても気づいていくことができると考えた。

以上の点から韓国を取り上げ，単元を構想した。

なお，本単元全体の活動計画は次頁の通りである。
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て食べたり，韓国の遊びを教えてもらったりしな

がら一緒に活動する時聞をできるだけ多く設定し

た。韓国人である予さんと子どもたちが接する機

会を多くもつことによって，予さんという人に親

しみをもつことができると考えたからである。

活動の内容も，作って食べる，遊ぶといった子

どもたちの欲求の高いものを取り上げることによっ

て，韓国という国や韓国の文化に興味や関心をも

ち，自ら進んで韓国のことを調べてみようとする

意欲をもつことにつなげていくことができると考

えたのである。

0 先生の友だちって韓国の人だったの？

単元の導入にあたって，予さ

んを子どもたちに紹介する際，

「金山先生の友だち」として紹

介した。それは，「韓国の人」

と紹介するよりも，「先生の友

だちというつながりをもった人J

と紹介をした方が，子どもたちが接しやすくなる

であろうと考えたからである。以下，単元の導入

時の授業記録である。

大単元世界に広げよう友だちの輪～韓国編～

｜小単元 I 歩さんとなかよくなろう⑩｜

・チヂ ミを作って食べよう
・ユ ンノリなど，韓国の遊
びを楽しもう

「一一一一一寸

を 5釜
送の山
ろ2初
うか等

ら学
の校
メの
ツ友
セだ
lち
ジlこ

」--.------.--J

予さんとの出会い

予さんの国，韓国の
ことについて調べて
みよう ⑭ 

小単元E

歩
さ
ん
へ
の
思
い

－料理について調べよう
・ハンクールについて調べよう
．服装について調べよう
・サ ッカーについて調べよう
・遊びについて調べよう など

予さんの国，韓国の
ことについてもっと
調べてみよう ⑮ 

．料理を作って食べてみよう
・ハングルで絵本を書いてみよう
．韓服を自分たちで作ってみよう

｜まとめよう自分の見つけた韓国i

小単元N 安さんたちに，自分
たちが見つけた韓国
について伝えよう⑥

小単元E

：今日は，先生の友だちと00を作って食べようと
書いていますが，何を作るか分かる？

C W：ソーミンチャンプルー，カレー…
T ：今日は，作るのはこれです。（チヂミと板書）
C ：チヂミ？

（中略）
：チヂミを作るために力強い助っ人に来てもらいま
した。先生の中学校，高校の時からの友だちです。

（予さん入場）
C ：えっ，女の人？
T ．それじゃあ，自己紹介してもらいますね。
G T：まず，韓国語であいさつしましょう。アンニョ ン

ハセョ 1

cw.アンニョンハセヨ？（少し戸惑い気味に）
GT・ 私の名前はユン・イ クコと言います。（ハングルと

カタカナ，漢字で名前の板書）私は韓国人ですが，
日本で生まれたので日本語もペラベラです。高校
を卒業してから，韓国へ行って言葉の勉強などを
しましfこ。
チヂミって見たことがある人。食べたことがある
人。

(C ：数人が挙手）
G T：何が入っていましたか？
C ：ニラ，ネギ。
GT：日本のお好み焼きのようなものだけど，ニラが入っ

ているのでどんな味になるのか楽しみです。

T 

T 

・予さんたちに，見つけたことを
伝えよう。

・釜山初等学校の 5年生にも伝えよう

本単元で願う子どもの学び、の姿については，次

のように考えている。

－自分の願いをもちながら，意欲的に韓国のこと

を調べようとする姿。

・予さんの国“韓国”のことについて，自分の調

べたいことを見つけ，こだわりをも って関わり

続けようとする姿。

－欲しいものや調べたいことが分からないときに

は，町の中に出かけて調べたり，予さんに直接

電話やFA Xで聞いたりする姿。

－自分の見つけた韓国のことについて，予さんた

ちに伝えていこうとする姿。

－自分が見つけた韓国のことについて友だちゃ予

さんたちなどに伝え，そこで評価されることで，

自分自身に自信をもったり，取り組みを見直そ

うとしたりする姿。

実際，予さんを教室に迎えたとき，子どもたち

からは「先生の友だちって，女の人だったの？」

とし寸言葉が帰ってきた。第一印象は，普通の女
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2 .活動の実際
(1) 芦さんとなかよくなろう

小単元Iでは，特に，安さんと一緒に料理を作っ



の人であり，先生の友だちであったようである。

しかし，予さんが韓国語であいさつをされ，そ

の後の自己紹介で韓国人であるということを聞い

たところから，見方が変わってきたようである。

この時間のふりかえりの中で「先生の友だちが芦

さんという韓国人だと知っておどろきました。」

といった感想をもっている子どもも数人いたが，

ヂさんが日本語も上手に話されるということもあっ

て，チヂミの作り方などを積極的に聞く姿も見ら

れた。

0 タレがいかにも韓国って感じ

チヂミづくりの中で，

チヂミは押さえつけなが

らできるだけうすく焼く

ことが大切であるといっ

たポイントなども教わる

ことができた。チヂミに

つけるタレだけは，予さんが作られ，それぞれの

家庭によって味付けが違うことなども聞くことが

できた。そのタレに自分たちが焼き上げたチヂミ

をつけて，あっという聞に食べきってしまった。

この時間のふりかえりに次のようなものがあった。

今日は，罪さんといっしょにチヂミを作って楽しかっ

たです。作るとき，本当は＊を入れながらまぜないとい
けないのに，水を入れてからかきまぜたので，小麦粉が

固まってしまったけど，教えてもらって何とか作ること

怠主主主ふ弘（こけ、たけど）それに，食べたらとっても
おいしかったのでよかったです。チヂミはタレをつけて
食べるけど，日本のお好み焼きはソースとかをつけて食

べるので，韓国と日本ではちがうんだなあと思いました。
ヘJ、J、~、r、r、~、~、~、J、f、J、J、J、J、~、J町、p、J、J、~、r、r、J～戸、，、J、r、r、r、~、r、r、r、J筒、r、~

T・Y 

今日はチヂミを作りました。私の班は失敗して生のま

ま食べることになってしまいましたが，おいしかったで
す。後，タレ（ヤンニョムジャン）がいかにも韓国って

感じで辛かったです。なんかギョ ーザのタレみたいでし

た。また家でも作りたいです。 M•Y 

T•Yはお好み焼きと比較して，その食べ方の

違いから韓国と日本の違いに目を向けた。このよ

うにチヂミを作って食べるという活動を通して，

日本と韓国との違いに意識が向き始めた子どもた

ちは他にも数名見られた。

また， M・Yは「タレがいかにも韓国って感じ

で辛かったJと書いているように，韓国に対して

「韓国＝辛い食べ物」といったイメージをもって

いたことが分かる。予さんはニラが入っているこ

とに，韓国らしさを感じ

メージをもつことは，

ていく上でとても大切な物差しとなる。そして，

調べ学習を進めていく中で，このような固定的な

イメージが，少しず、つ変わっていくことに意味が

あると考えた。

(2) 私たちのことを予さんに知ってもらおう

単元の導入における子どもたちのふりかえりの

多くは，チヂミの昧であるとか，チヂミの作り方

に関するものであったが，中には芦さんとの今後

の交流を望むものもいくつか見られた。そこで，

子どもたちにはこれからの活動においても，ヂさ

んの都合がつく限り，一緒に活動をしてもらうと

いうことを伝えた。そして，予さんに自分たちの

ことをもっと理解してもらう方法はないだろうか

と投げかけ，話し合った結果，一人ひとりのプロ

フィールを綴ったものをプレゼントしようという

ことになった。

このようなはたらきかけを行うことで，子ども

たちと予さんとの関係をより親密なものにしてい

こうと考えた。そうすることによって，子どもた

ちが主体的に韓国のことについて調べようとする

姿を引き出すことができると考えたのである。

また，芦さんからも，右 f M且品－』晶は---_, 
の様に自分のプロフィール l.s;7'1－~：、 ：＇， ~，~~：；

ー一 、， －' 
や連絡先などを書いてもっ g 苧科子 え／

た。安さんに書いてもらっ γ＠1・・,1をれト
二ん18)11.

t t)rm i'3Y:（包J
示しておくことによって， a.続1.r'((a;ic喧）ti..l)弘
子どもたちと予さんとのつ i•持伊｝日間μ） l 

ながりを見える形で残しな議拘；le究）‘併号｛母）！＇

がら，意識もつなげていこ； i1-c料、 ヰ%；（蘇） I
主毛主写（事） 奮うと考えたのである。 ,. . 

(3) 芦さんの国“韓国”について，調べてみよう

小単元Iを通して，子どもたちは韓国の食べ物，

遊び以外のものにも関心を示すようになってきた。

特に，予さんが民族衣装であるチマ・チョゴリを

着て来られたときには，その衣装の色の鮮やかさ

や形などに子どもたちの関心が向いていった。

そこで小単元Eでは，予さんの国“韓国”につ
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いて，自分で調べてみたいことをみつけて調べて

みる活動に取り組んだ。

子どもたちが調べようと選んだものは次の通り

である。

・韓国の食べ物（料理 ・お菓子の作り方）

・韓国の遊び （遊びの内容，歴史など）

・韓国の言葉

・緯国の衣服

・韓国の人の くらし

・日韓ワールドカ ップサッカ ー

名

名

名

名

名

名

U
9
6
5
2
2
 

調べたい内容が料理，遊びから言葉，衣服， く

らしなどに広がっていることが分かる。時期的に

日韓共催で聞かれるサ ッカー・ワールドカ ップが

l年後にあるということから，そこから韓国とい

う国を調べてみたいという気持ちが生まれた子ど

ももいるようであった。また，韓国の人のくらし

を選んだ子どもは，釜山初等学校との交流がある

ことを意識して調べようとしていたようである。

調べ活動に入る前に，「どうしてそのことを調

べようと思ったのか」という理由を明らかにして

おくことにした。それは，子どもたちがどのよう

なこだわりをもっているのかを確認するためであ

ると同時に，子どもたちの追求が停滞してしまっ

たときに，もう一度自分の取り組みをふりかえる

ためにも必要であると考えたからである。

例えば，韓国の食べ物を調べようとした S・E

は調べる理由を次のように書いている。

私が韓国料理を選んだ理由は，最初予さんが来られて，

チヂミをf乍りました。それで，チヂミだけでな く， ｛也の

料理ももっと知りたくなったからです。

このように，自分が調べたいことを見つけた理

由をはっきりとさせてお くことで，調べた後の感

想とも関連づけることができると考えた。調べ活

動は，インターネットや書籍などを利用して行っ

た。「予さんの国“韓国”」に関することについ

て，プリントアウトやコピーしたものを画用紙に

貼り付けたり，説明文を書き写したり，絵を描き

添えたりしながらまとめ上げた。

前述したS・Eはふりかえりの中で次のように

言己している。

思ったのは，インターネy 卜でいくら探しでも料理ばっ

かりで，お菓子があまり出てこなかったことです。これ

に関しては，まだまだインターネットにないお菓子料理

があると思います。

韓国料理のコチジャンの辛さはどれ程なのかと思うし，

少し食べてみたいです。

S • Eのふりかえりを読むと，インターネット

だけでは調べたいことが十分に調べられないといっ

た問題点や，実際に味わってみるといった体験が

必要であったということが分かるし，子どもたち

もそのような追求の意欲をもっているということ

が分かった。

また，他の子どもたちのふりかえりの中には，

「韓国と日本のちがいJ「韓国と日本の似ていると

ころ」など，日本と韓国を比較するテーマをもっ

ているものもあった。韓国のことを調べる活動を

通して，日本のことにも目が向いたということは，

学級全体へと広げていく価値あることであるとと

らえた。また，「韓国料理はキムチだけじゃない」

というように，韓国という国に対するイメージが，

調べていく中で少しず、つ変化していったものもあっ

た。「韓国＝辛い食べ物」といった固定観念では

なく，韓国という国に対するイメージを膨らませ

をねらいとしてポスターセッ

ションによる発表会を行っ た。自分の調べたこと

を何度も繰り返して発表したり，発表を聞いた人

からの質問に答えたりするこの発表方法は，自分

の考えをより明確にしていくことができるととも

に，友だちの考えのよさを見つけやすい活動であ

ると考えた。

この発表会の中で，友だちの調べたことを聞い

て関心の幅が広がった例として次のような姿があっ

た。サッカーのワーノレドカップについて調べた

M・Kはまとめの中でふりかえりを次のように書

いている。

Jリー グで活躍している韓国人選手は意外とた くさん

いる（ホン・ミョンポ，ユ・サンチョルなど）けど， Kリー

グで活躍している日本人選手はまだいない。これからは，

日本の選手もKリーグで活躍するようになると， もっと

韓国との交流が広がると恩う。
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自分の好きなサッカーを通して，今後の日本と

韓国との交流のあり方について考えているところ

がよさとして感じられた。この発表を聞いたK•A

は，発表を聞いた後の感想で次のように話した。

私は，サッカーに関心がなし、から，日本と韓国の聞で

こんなに大きな大会が関かれるなんて知らなかったけど，

M•Kくんの発表を聞いてそれが分かつてよかったです。

少し，サッカーのことも見てみょうかなと恩いました。

このように，友だちの

考えを分かり合う場にお

いて，自分の関心の幅を

広げていく姿を見ること

ができたという点で，こ

の発表会は大きな意味があったと考えている。

(4) 予さんの国“韓国”についてもっと調べてみ

ょう

1月9日付の朝日子ども新聞は，韓国特集号で

あった。内容も多岐にわたっており，小単元Eで

子どもたちが調べ活動をした内容がたくさん含ま

れていた。この新聞を子どもたち一人ひとりに渡

し，記事の中で、関心のあるものを尋ねながら，こ

れまでの活動をふりかえっていった。そして，子

どもたちが次に韓国に関わって，どのようなこと

がやりたいと考えているのか意識調査を行った。

その結果は以下の通りである。（複数回答あり）

－料理作り 10名

・調べ活動（文字・伝統行事・生活習慣・衣服・食・有

名人など） 20名
・韓国の人（釜山初等学校の 5年生）とのメール交換，

文通， ビデオレター 9名

・その他（訪韓，栽培，意識調査，新しい遊びを作る，

ホームページ開設，未定など） 13名

小単元Eの調べ学習を進めながら， S • Eのよ

うに「まだまだ調べたりないところがある」「実

際に作って，食べてみたい」というように，もっ

と調べたいという思いをもっている子どもたちが

たくさんいた。また，「釜山初等学校の 5年生と

ビデオレターや電子メールなどを通じて交流をし

たい。」「秋に訪問した人たちを見て，日本の小学

生に対してどのような印象をもったのかを聞きた

い。」など，釜山初等学校の 5年生との交流を願っ

たものも生まれてきた。

そこで，小単元皿では子どもたちのその様な思

いを実現するために「予さんの国“韓国”につい

てもっと調べてみよう」というめあてのもと，実

際に料理を作る時間もとるということを伝え，活

動に取り組んだ。

小単元Eでは，調べ活動を主にインタ ーネット

を利用していた子どもたちであったが， S • Eの

ふりかえりにもあったように，それだけではなか

なか調べたいことが見つからないといった経験か

ら，調べ方の見直しを図った。その結果，これま

での調べ方に加えて，予さんや交流員の人たちに

直接話をうかがってみたり， FA Xで相談したり

することなどが出てきた。そのようなことも含め

て，小単元Eでは，子どもたちの活動を支えても

らうため，再び予さんに協力していただくことに

した。また，予さんを通して，崖文E宣（チェ・ム

ンソン）さん，申美照（シン・ミヒ）さんの二人

の留学生の方にも協力をしていただくことになっ

た。仲良くなった予さんと再び一緒に活動ができ

ることや，予さんの友だちが一緒に活動をしてく

ださるということで，子どもたちの意欲も盛り上

がっていった。

以下， 2組の子どもたちの取り組みを紹介する。

①チマ・チョゴリ作りにとりくむY・Tら

Y・Tは，小単元Eにおいて，次のような思い

をもって調べ活動に取り組んでいた。

予さんの着てこられた服がとてもきれいな服で， もっ

と韓国の衣服を調べてみたいと思った。
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の伝統的な民族衣装について，チョゴリは上半身

に着る服で，チマは下にはくスカー卜のようなも

のであることや，身分や生まれた年によって着る

服が違うことなどを調べ上げていた。この調べ活

動を通して，実際にチマ・チョゴリを着てみたい，

自分で作ってみたいという気持ちがかなり大きく

膨らんでいたようである。

小単元Eでは， Y・Tは自分でチマ・チョゴリ

を作って，それを着てみようと考えた。「作り方

は分かるの？」という問いかけにも「インターネッ

トで調べてみたら，あるかもしれないので。」と

いって，特に気にしていなかった。しかし，イン

ターネットでは作り方が見つからなかったために，



活動が停滞してしまった。

「自分の力で作りたい。」という思いを誰より

も強くもっているY・Tの願いを実現するために

は実物を用意することが必要であると考えた。そ

こで，釜山初等学校との交流を通してチマ・チョ

ゴリをもらっていた児童にお願いをして，数日間

チマ・チョゴリを借りることにした。 Y•Tにも

そのことをイ云えた。

Y•Tにチマ・チョゴリを渡すと，早速着替え

て，一緒に活動していたN•Sと「かわいいね」

と言葉を交わしていた。しばらく交代しながら着

てみた後で，そのチマ・チョゴリを使って自分た

ちが作るチマチョゴリの型紙を作り始めた。

Y•Tたちは，型紙がとれたらすぐに布に当て

て切り取っていくという流れをイメージしていた

が，まず，布で作る前に新聞紙を使って，およそ

の形を作ってみることを提案した。子どもたちも

「こんなに大きいものを作るのは初めてだから，

そうしてみる。」と言って，まず新聞紙を使って

チマ・チョゴリの試作品を作った。

この新聞を使った試作品作りによって，チマ・

チョゴリ作りに少し見通しがもてたY•Tたちで

あったが，次に問題となったのは布であった。

「できれば本物のチマ・チョゴリと同じようなき

れいな布で作りたい。でも，こんな布は家にはな

いし・・・。」 Y・Tたちの活動は，再び停滞してし

まった。そこで，それに近い布が手に入るかもし

れない店の情報を伝えた。

T：母衣小学校の近くに，た くさん布をあつかっている

お店があるそうだよ。

c：そう言えば，お母さんと行ったことがある。

c：私も。お母さんがあそこの会員だから，少し安くし

てもらえるかもしれない。

c.でも，どう言ったらチマ・チョゴリで使つである布

と同じのがもらえるかなあ。

c：これ（チマ・チョゴリに付いていた帽子を持って）

持っていったらいいんじゃないのかな。これを持っ

ていったら，見つけてもらえるかもしれないよ。

T：あと，大きさもだね。

c：分かった。じゃあ，次の時間に行ってきてもいいで

すか。

T：必要なものを準備してね。

C ：はし、。

次の時間，二人で実際にお店まで出かけ，本物

と似た生地のものを見つけ出すことができた。

生地を手に入れ，型紙も出来上がっていたY•

Tらは，この後も くもくと制作活動に取り組み始

めた。予さんや申さんらも二人の活動を見ながら

「どうやって型紙とったの？」「自分は作ったこと

がないのに，すごいねえ。」と二人の取り組みに

驚き，はげましの言葉をか，

けておられた。二人はその

言葉をはげみに，手縫いで

チマを作り上げた。

結局，チマまでしか作り

上げることはできなかった

が，それでも予さんたちへのメッセージの中では

「これからの休みの時聞を使って，チョゴリの方

も作ってみたいです。」という思いを語っていた。

②キムチ作りに取り組んだM・Kら

M•Kたち 3 名は，小単元Eでも韓国の食べ物

に強い関心をもちながら調べ活動に取り組んでい

た。韓国のお菓子にはどのようなものがあるのか，

チヂミ以外に自分たちも作って食べることのでき

るものはないかなどを，インターネットや書籍な

どから探していた。小単元Eでは，実際に作って

食べる時間が保障されていることが分かっていた

ので，すぐに自分たちが作れそうな料理の作り方

を調べ出した。小単元Eで自分たちがまとめたも

のの中からファジョンというお菓子を選び，また，

オイキムチを新たに選んでいた。

オイキムチ作りでは，予さ

んから主に味付けや唐辛子の

混ぜ、方について，教えてもらつ どぜ

ていたが，そのことを通して

子どもたちの取り組みが大き

く変化していった。

初めは自分たちで唐辛子を少しず、つ入れ，箸で

混ぜながら「もうこれでいいかな。けっこう辛い

もんね。」と言いながらオイキムチ作りに取り組

んでいたM•K らであったが，途中で予さんから

「もっと入れなきゃ。本当は粉唐辛子だから，もっ

と真っ赤になるんだよ。目も痛いし，手もヒリヒ

リするから，ゴム手袋か何かをしてないとつけら

れないよ。」といった指導を受けていた。そして，

予さんが素手で唐辛子とキュウリや人参を混ぜな

がら「こうやって，手でもむんだよ。」と教えら

れると，すぐにそれを真似して取り組み始めた。

しばらくすると，「目が痛いリ「涙が出てきた。」

と言って大騒ぎになったが，もっとも声が上がっ

たのはその昧を確かめたときだった。「辛～い！」

「ちょ っと，先生，食べてみて。辛くて食べられ
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ん！」予さんの味付けで，自分たちの好みの昧か

ら，本場の味に近づいた瞬間でもあった。この活

動をM•Kは次のようにふりかえっている。

辛くするときに，七味をたくさん入れたけど，予さん

は辛くないと言って，また七味を入れて，すごく辛くな

りました。だけど，予さんは「韓国のはまだまだ赤くて，

辛いよ！ Jと言われて，とてもおどろきました。

M•Kらの取り組みは，予さんとともに活動し

たことでより本場の味に，また本場の作り方に近

づくことができたと思われる。特に，予さんが素

手で唐辛子と野菜を混ぜている姿を見たことで，

吋磯 子どもたちは自分たちの取り

組みを見直し，実際の作り方

知－ ・を教わったのだろう。予さん

3.終わりに

との関わりの中で昧だけでな

く本場の作り方も，子どもた

ちは学ぶことができたのであ

る。

子どもたちの活動は，小単元Wにおいて，「こ

れまでお世話になった人たちに，自分たちが調べ

て見つけた韓国のことを伝えよう」という形でま

とめた。具体的には，ビデオレタ ーと冊子という

二つの方法で伝えることにした。

予さんたちからは，「 1年間，韓国のことにつ

いて，よく調べてきましたね。私たちも，みなさ

んが一生懸命調べているので，あらためて韓国の

ことについて勉強し直しました。これからも，韓

国のことについていろいろと調べていってくださ

い。」といった言葉をいただいた。

子どもたちの追求しようという意欲は，この大

単元を通してほとんど衰えることがなかった。そ

の理由を活動の枠組みや教師のはたらきかけなど

からふりかえってみたい。

①活動の枠組みについて

追求の対象として「何と出会わせるか」「どの

ように出会わせるのか」については，本単元を構

想する上でとても重要なポイントであった。短い

スパンでいえば，子どもたちが最初に出会ったも

のは「チヂミ」であり，その出会わせ方としては

「予さんと一緒にチヂミを作って食べる」という

ことであると言える。しかし，もう少し長期的な

見方をするならば，小単元Iそのものが，出会い

の場であったと考えられる。韓国の食べ物，韓国

の遊びと子どもたちが予さんという人を通して出

会う中で追求していった対象は“韓国の文化”で

あったと考えるのである。

そして，そのような出会いを通して，子どもた

ちは自分の関心のあるものを見つけ，そこにこだ

わりをもちながら調べ活動へと向かっていくこと

ができたと考える。

また，友だちの調べた内容をともに見合う場を

設定したり，それぞれが違う活動をしていてもふ

りかえりの場をもつなど，お互いの活動の様子が

分かるようにしておくことで，子どもたちの関心

を広げるだけでなく，調べていく意欲なども強まっ

たと考える。

②教師のはたらきかけについて

子どもたちの追求が停滞しかけたとき，教師が

どのようにはたらきかけていくのかはとても重要

なことである。 Y•Tたちのチマ・チョゴリを｛乍

る活動が停滞してしまったのは，本物のチマ・チョ

ゴリが無かったことと，それと同じような布が手

元に無かったということであった。チマ・チョゴ

リを作りたいという強い願いがある子どもたちを

支えていくために，それを解決できるようなはた

らきかけをすることで，次への活動へと力強く進

んで行くことができたと考える。子どもたちの強

い願いを後押しする形でのはたらきかけが，本単

元においてはできたのではないかと考える。

また，ゲストティーチャーとの連携によって，

子どもたちの活動を活性化することもできた。子

どもたちの活動の様子を教師がしっかりととらえ，

どこで活動が停滞しそうなのかを予測しておくこ

とで，ゲストティーチャーの方にどこで関わって

もらうのかを決めることができた。また，子ども

たちの活動の様子についてゲストティーチャーと

もしっかりと連絡を取り，話し合いを進めておか

なくてはならない。ただ単に韓国の話をしてもら

うというのではなく，子どもたちと一緒に活動を

する中で，分からないことは教えてほしいという

願いも伝えておかなくては意味がない。そういっ

た点で，本単元ではゲストティーチャーとの連携

がうまくとれた点がとても良かったと考える。

今後は，子どもたちの学びがどのようにつくら

れていくのかを，子どもたちの追求を細かく探り

ながら，そこでのよりよいはたらきかけのあり方

などを検討したいと考える。 （金山 剛志）
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